　　　　　　　　　　　　　　　　　
平成31年3月5日
各所属加盟団体事務局長　様
愛媛県剣道連盟　　　　　　　　　
会長　俊野　徹人　
愛媛県剣道連盟剣道「称号」・「六・七段位」受審時の
規定変更について(通知)
時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。
　さて、みだしの件につきましては保留案件としておりましたが、先の常任理事会において下記のとおりで実施する運びとなりましたのでお知らせいたします。
　つきましては、下記にて変更点等の説明をし、更に改正の要点を記載いたしますのでご承知いただき、運用にご協力いただきますようお願い申し上げます。
【称号受審改正の趣旨説明】
◎　剣道称号・段位審査実施要領　称号審査の方法より抜粋
○「錬士・教士」を受審しようとする者の備えるべき条件
③　剣連が行う講習を受け、「錬士」・「教士」として必要とされる、日本剣道形・審判
法・指導法等の知識、実技について能力の認定を受けていること
④　愛媛県剣道連盟公認審判員制度運営規定第10条(1)の第1種公認審判員を取得し、第
13条の講習の義務を果たしている者
ただし、本人の申し出により71歳以上の者は義務を免除することができる。
上記の規定をもとに更に剣連主催の日本剣道形講習会を受審1年以内に受講することを義務づけることとした。
(全剣連が指定する講習を受講し、修了の認定を受けた者、または、全剣連が行う社会体育指導者資格中級の認定を受け、資格を損失していない者は、上記③の認定の全部または一部を省略することができる)
○剣連が指定するは下記(1)に示す。　
(1)「全剣連後援講習会2日間」「西日本伝達講習会」「中堅指導者講習会」
「剣連が主催する日本剣道形講習会」「全剣連主催女性講習会」
を受審1年以内に受講した者、また、全剣連が行う社会体育中級の認定を受け、資格を損失していない者
【六段・七段受審改正の趣旨説明】
◎　六段・七段受審者については、指導者という立場を考慮するとともに、審査項目である「日本剣道形」を修錬の場として剣連が主催する日本剣道形講習会に参加することができることとした。
◆剣道称号・段級位審査規定を次のように改正する。◆
第3章　段位の審査
（受審資格）
第１６条
（1） 段位を受審しようとする者は、剣連の登録会員であって、次の各号の条件を満たさなければならない。
6 ～⑤　省略
7 六段　五段受有後５年以上修業した者
8 七段　六段受有後６年以上修業した者
9 　省略
10 但し、六・七段受審を目指す者で、剣連が主催する称号審査受審者を対象として開講する日本剣道形講習会を受講することができる。
【施行日】
この規定は、平成31年4月1日から施行する。
◆剣道称号・段級位審査実施要領を次のように改正する。◆
称号審査の方法
1・　錬士の審査
（1）錬士を受審しようとする者の備えるべき条件
④　愛媛県剣道連盟公認審判員制度運営規定第10条(1)の第1種公認審判員を取得し、
第13条の講習の義務を果たしていて、剣連主催の日本剣道形講習会を受講した者。
ただし、本人の申し出により71歳以上の者は義務を免除することができる。
２・　教士の受審
（1）教士を受審しようとする者の備えるべき条件
④　愛媛県剣道連盟公認審判員制度運営規定第10条(1)の第1種公認審判員を取得し、
第13条の講習の義務を果たしていて、剣連主催の日本剣道形講習会を受講した者。
ただし、本人の申し出により71歳以上の者は義務を免除することができる。
〔注釈〕アンダーラインの日本剣道形講習受講義務が追加された。
【施行日】
この要領は、新元号2年(2020年)4月1日から施行し、新元号元年(2019年)は移行期とする。
（参考）剣連主催日本剣道形講習会受講料
(1) 称号「錬士」「教士」受審者日本剣道形講習料　 　　 ２，０００円
(2) 剣道六・七段　受審者日本剣道形講習料　 　　　　　 ２，０００円
